
本研究の目的は、現在広まりつつある植物工場を利用した付加価値の高い医薬品タンパク質を生産するシス
テムを構築することで、植物工場の利用拡大を図るとともに、安価な医薬品タンパク質生産システムを開発す
ることにある。遺伝子組換え植物の野外での生産は難しいのが現状であるが、植物工場を利用することで安
価に大量に組換えタンパク質の生産が可能になると期待される。 

イネで生産した医薬品抗体の機能確認
イネで生産した医薬品抗体ニボルマブ(抗PD-1

抗体)の抗原認識活性をFACSにより培養細胞で生
産したものと比較した。その結果、イネで生産し
たニボルマブが培養細胞で生産したニボルマブと
同等の抗原認識活性を示すことが確認された。
イネで生産した医薬品抗体セツキシマブ(抗

EGFR抗体)の抗原認識活性を、EGF依存性の培養
細胞に対する増殖阻害効果の測定により検証した
。その結果、イネで生産したセツキシマブも抗原
認識活性を示すことが確認された。
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植物工場用矮性イネの開発
形質転換イネの作成に利用される品種・日本晴に

おいて、ジベレリン合成に関与する遺伝子をゲノム
編集により破壊することで矮性日本晴の作出に成功
した。矮化した日本晴は約20 cmほどの草丈で種
子も得られることを確認した。

ペット用医薬品タンパク質生産イネの開発
イネで生産したヒト用医薬品抗体ニボルマブ(抗PD-1抗体)とトラスツマブ(抗Her2抗体)で活性が確

認されたことから、商業化を見据えたペット用の医薬品抗体生産イネの開発を進める 。ペットの医薬品
市場調査の結果から、イネで生産する医薬品抗体を決定しプラスミドの構築を終了した。今後、これら
の抗体を生産する形質転換イネの作成を進める予定である。イネで生産したペット用医薬抗体について
も、抗原認識活性および医薬品としての効果を検証し商品化を目指したい。
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